























れる未成人の女性が 2 人の合計 5 人の一行であった。これは、初午の日に混雑時
に小回りが利く人数と認識されてのことと考えられる。こっそり後をつける兄で

































































































































が、10 世紀半ばの村上朝には奉幣に預かる神社は 12 社から 16 社となった。一
条朝には、藤原彰子が中宮に立后された年には 21 社まで拡大した。その変化を
簡略に書き出してみる。
天徳四（960）年 3 月 22 日→奉幣 12 社
（伊勢、石清水、賀茂、松尾、平野、稲荷、春日、大原野、大神、石上、大和、
住吉）
天徳四（960）年 7 月 17 日→奉幣 15 社・内裏潔斎
（石清水、賀茂、松尾、平野、稲荷、春日、大原野、大神、石上、大和、広瀬、
竜田、住吉、丹生、貴布禰）





康保三（966）年閏 8 月 21 日→奉幣 16 社・天候不順
正暦二（991）年 6 月 24 日→ 16 社＋吉田・広田・北野の19 社奉幣・祈雨
正暦五年（994）年 2 月 17 日→ 19 社＋梅宮の20 社奉幣・祈年穀
長徳元（995）年 2 月 25 日→ 20 社
長保二（1000）年 2 月 27 日→ 20 社＋祇園の21 社奉幣・祈年穀


























































































































































と稲荷社」（『風土記研究の諸問題』）所収、国書刊行会、2009 年、初出は 2007 年）。











































19　菅原孝標女（1008-1059 以降）『更級日記』27 段「そのかへる年の十月二十五日」、32 段「今
はいかで、この若き人々」。新編古典文学全集本による。このほか、しるしの杉は『源
氏物語』賢木や『狭衣物語』にもみえるが、、和歌に多い。
20　清少納言（966-1025?）は『枕草子』269 段「神は」で、松尾・石清水八幡・大原野・春日・
平野・みこもりの神・賀茂・稲荷を挙げている。新編古典文学全集本による。
21　『大鏡』兼通の段。新編古典文学全集本による。
22　『大鏡』太政大臣道長（下）／雜々物語（くさぐさものがたり）の段。
23　久米舞子前掲注（3）論文を参照。
